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▶

▶

▶

▶

現況たて道 44 号

０ 84 20[m]

【S25 頃】別荘【S25 頃】家族用の
住居として

【H15】盛り土
土留めとして塀設置

S30 頃まで精米所
蔵

【S57、8頃】信用金庫
H27 取り壊し予定

ケヤキ

【H12 頃】
材木工場

【H10 頃】
コンビニ

コンビニ倉庫

【S50 頃】
セブンが来るまで寮
今は住人が住んでいない

家の建替えと同時に庭

バスロータリー
長池に住む子どもの待ち場所

旭日丘に住む子どもの待ち場所

村道との行き来は私道使った

トイレ設置時に
村が植えた

S50代

土留めの木は S49 年の舗装の時に
新しい木に植替えた

[S58]

▶

昭和元年 昭和 50 年 昭和 60 年

▶ ▶

たて道44号

０ 168 40[m]

▶

▶

▶
▶

【S30 代】
国道が出来て増設[S40 頃 ]

当初入口

現在入口

民宿

増築時に庭として

S22 頃盛り土
土留めとして石垣

S25 建替えに合わせて
イチイの木

増設時

【S45】湖畔側に寮移動
【S25 頃】寮開始 寮移動に合わせて

庭、塀

寮移動に合わせて
畑、植栽

▶▶

▶ ▶

昭和元年 昭和 30 年 昭和 45 年

現況たて道 38 号

０ 84 20[m]

たて道 38 号

０ 168 40[m]

▶

▶

▶

境界に植えられた数本の木に、
保養所をするときに植え足した

イチイ

平成になって団子屋作った

イチイ
ケヤキS60 頃～

S40 頃～

S元年建替え
S41～60 会社保養所

ウラである道が見えないように

S40 頃増設
旧道側の家で保養所した
H26 取り壊し

保養所したときの壁
H26 取り壊し

保養所するときに
作った庭

バスで来る客向けに
自動販売機

店の前に駐車場

洋風

和風

古くからある木

▶ ▶

昭和元年 昭和 45 年 昭和 60 年

現況たて道 18 号

０ 84 20[m]

たて道 18 号

０ 168 40[m]



▶

▶

▶

▶

【S19 床屋】
お店よりも住宅よりの場所
S45 レストラン

【H４】

周囲に植栽

お店の前の古い木はレストラン
を作るために切った。
植木はレストランつくるとき

【S42】レストラン開業（鉄筋コンクリート）
H7改築　塀や花（竹）S11 以前もとの家養蚕で焼けた

S55 建替え

S55 建替えのときに植えた

S11～S55 のどこかで盛り土

大正～蔵

みそ部屋

イチイ：蔵の防火用[S45]
日当りを気にして後ろに

新しい家作るときに
庭として

【S50】
イトーヨーカドー保養所

ガレージ

保養所の庭として

改築のときに焼き物
売り始めた

ケヤキ

昭和元年 昭和 30 年 昭和 50 年

▶ ▶

現況たて道 39号

０ 84 20[m]

たて道 39 号

０ 168 40[m]

▶

▶

▶

▶

▶

▶

S40、50 頃建替え

S50-60 年頃建設

S40 頃
旧道側から移転

蔵

イチイ

蔵

S20 以降盛り土
土留めとして石垣

H初建設
駐車場設置

土留めとして石垣庭として植栽
庭として植栽

S46 ラーメン屋

移転以降植栽

▶

▶

▶

▶

▶

昭和元年 昭和 20 年 昭和 60 年

▶ ▶

現況たて道 40号

０ 84 20[m]

たて道 40 号

０ 168 40[m]

ヘダの木
S30 頃植えたホオの木

保養所 S40 頃に建設したが、
国道うるさく富士山よりの所に
移転
H7頃蕎麦屋にするにあたって増改築

保養所より以前から家族が住む
家があった。H13～17 頃取り壊し
湖側だけでは足りなくなっていた
駐車場を増設

S30 前はこちらに家があった

蔵
S30 以前
何度か塗り替え
戸と鍵は古いまま

古いケヤキの木
S30 より以前 ケヤキは根がしっかり張るので

なにかあったらケヤキの木の
ところへいけと教わった
洪水などがあると
水がここまで来ることも

H10 建替え
平屋→二階建て

H20 前建替え
ログハウス

自動車工場

蔵を守るため
イチイ

S37 年頃建設
両側に塀を設けた

H20 頃建設

山林の木

寮の庭として
S30 代後半建設
別荘兼住居

庭として

S30 代後半の火事で焼けてから
建て直した

S30 代後半の火事で焼けてから
建て直した

S30 代後半の火事で焼けてから
建て直した ▶

▶▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶▶

S30 頃
家移動

▶

▶▶

▶

▶

▶

▶

▶ ▶

昭和元年 昭和 35 年 昭和 60 年

現況たて道 41 号

０ 84 20[m]

たて道 41 号

０ 168 40[m]

S42、3 年建替え
保養所をした

S42、3年建替え
と同時に庭として

車が入ってこないために
流れ込む水を止めるために

蔵
建替え時に盛り土し
土留めとして石垣

昔から山林

昔から山林

S44 ガソリンスタンド建設

S30 頃～S50 頃別荘
米軍泊まりに来ていた

戦前からボート貸し倉庫
別荘と同時に壊して S50 くらいから
民宿

民宿と同時に植えた

寮の庭木として

S16 建替え

保養所期以前からの植込み
人が多く通るから

終戦までは住宅
終戦後倉庫
（サッシの組み立て）
兼事務所

▶ ▶

昭和元年 昭和 30年 昭和 45 年

現況たて道 42 号

０ 84 20[m]

たて道 42 号

０ 168 40[m]

H初建設

H初建設
H初建設

店に合わせて駐車場

車庫

車庫
S50 頃
中銀建設

庭木として

宝屋商店

昔から変わらず同じ場所
茅葺きが鉄板になった

大正 4建設　茅葺き
S30 代建替え
S37 庭（外からは見えない）
S50 代建替え　2階を小さく

昔から変わらず同じ場所

車庫

H入ってから
何もしないと雑草が生えるから

庭

天然記念物を検討された
イチイの木
防火のため

S終頃植込み

雪代の水防ぐため

店をするので
石垣も土嚢も積まなかった

倉庫
大正末～昭和氷小屋

畑

昭和 62 まで蔵屋
二階建てで分かれて
みそ部屋があった

S終頃植込み

昭和元年 昭和 30 年 平成元年

▶ ▶

現況たて道 44号

０ 84 20[m]

たて道 44 号

０ 168 40[m]
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